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三洋化成工業株式会社

１.経営成績

（１）連結売上高は、原料価格下落に伴う販売価格の改定などにより、前年同期比４．７％減の７８４

　　　億円となりました。

（２）利益面では、円安や原料価格の下落の影響に加えコストダウンなどにより、連結営業利益は前年

　　　同期比７７.０％増の６０億円、連結経常利益は前年同期比７０.３％増の６５億円となりました。

（３）中間配当は、前期末配当と同じ１株当り８円とさせていただきます。

　　　　　（単位：億円）

2014年度
第2四半期累計

売 上 高 ８２３
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四 半 期 純 利 益 ２３

（*）連結ベースでは、「親会社株主に帰属する四半期純利益」

２.セグメント別連結売上高

（単位：億円）

売上高 構成比(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ３２５ ３９.５

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 １９７ ２３.９

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ ・ 繊 維 産業 関連 １０８ １３.１

情 報 ・ 電 気 電 子 産 業 関 連 ９９ １２.１

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ９４ １１.４

合　　　　計 ８２３ １００.０

３.セグメント別連結営業利益

（単位：億円）

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 １５.２

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 ３.９

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ ・ 繊 維 産業 関連 １１.６

情 報 ・ 電 気 電 子 産 業 関 連 ２.４

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ０.８

合　　　　計 ３４.０ ６０.２
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４．連結営業利益の増減分析（前年同期比）

５．連結海外売上高の推移

６．配当の状況

中間
円銭

２０１３年度 ７.５０

２０１４年度 ７.５０

７．２０１５年度業績予想

　当第２四半期累計期間は、原料価格が期初の想定より低い水準で推移したこと等により、利益は前回

(4/30)発表予想を大きく上回る結果となりました。第３四半期以降においても、原料価格の低下傾向の

継続が予測されることから、連結業績予想および個別業績予想を修正しました。連結・個別ともに販売

価格の改定により売上高は減少する一方、利益は増加を見込みます。

　　　　　　　（単位：億円）

増減 伸び率(%)

売 上 高 １,５８０ △  ９０ △７.２

営業利益 １２０ ３１ ４３.６

経常利益 １３０ ２７ ３４.０

当期純利益 ７５ １６ ３７.５
（*）連結ベースでは、「親会社株主に帰属する当期純利益」

<業績予想の前提条件> 為替レート：１２０円/＄、国産ナフサ価格：４万円/KL
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８．主な設備投資と減価償却費

（１）設備投資額（検収ベース）、減価償却費の推移

（２）主な設備投資

　

９．トピックス

（１）マレーシアに当社子会社が新会社を設立

　当社は２０１５年９月２９日の取締役会において、当社子会社であるＳＤＰグローバル株式会社が

マレーシア、ジョホール州に新会社（当社の孫会社）「ＳＤＰ ＧＬＯＢＡＬ（ＭＡＬＡＹＳＩＡ）

ＳＤＮ.ＢＨＤ.」を設立することを決議しました。高吸水性樹脂（ＳＡＰ）は紙おむつの原料として

世界中で堅調に需要が伸びており、とりわけアセアン地域では生活水準向上に伴う子供用紙おむつの

普及率上昇により、年率１０％を超える勢いでの成長が見込まれます。そのような市場環境において

、当社は既存の日本及び中国拠点に加え、新たにマレーシアに製造拠点を設けることを決定いたしま

した。新会社の資本金は約７０億円（ＳＤＰグローバル１００％出資）、設立年月は２０１５年１０

月です。操業開始は２０１８年夏を予定しています。

（２）潤滑油添加剤事業本部を新たに設置

　当社は、主力事業の一つである潤滑油添加剤を拡販すべく、２０１５年１０月１日より新たに潤滑

油添加剤事業本部を社長直轄下に設置しました。今年度からスタートする第９次中期経営計画では、

潤滑油添加剤事業を基盤４事業の一つとして位置付け、グローバル化推進による事業拡大を目指して

います。当該事業本部は、営業・研究・生産を一体化した組織であり、潤滑油添加剤に関する権限・

責任を事業本部長に集約することで、より迅速な意思決定や環境変化への対応のスピードアップを図

り、グローバルに展開することを目的としています。

（３）タイ・ＰＴＴグローバルケミカル社とのポリオール事業の協業検討を開始

　当社は、ＰＴＴ Ｇｌｏｂａｌ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｐｕｂｌｉｃ Ｃｏｍｐａｎｙ Ｌｔｄ.及び豊田

通商株式会社と共同で、タイでのポリオールの製造・販売の合弁事業を検討するために３社共同で基

本設計を進める覚書を締結しました。３社は、２０１５年１月に趣意書を締結し、タイでのポリオー

ル事業での協業の可能性を検討してきましたが、この度、新たに覚書を締結し基本設計に係る検討を

開始することとしました。３社による当該合弁事業に係る最終投資判断は２０１６年後半を予定して

います。

以　上

　（単位：億円）

2014年度
第2四半期累計

2015年度
第2四半期累計

2014年度
第2四半期累計

2015年度
第2四半期累計

 設 備 投 資 額 ３４    ４５    １８    ２４    

 減 価 償 却 費 ４６    ４３    ３２    ２９    

連　結 単　体

(単位:億円)

稼働時期 総投資額

単体 ウレタンビーズ製造設備 2015年度 ２  

重合トナー中間体製造設備 2016年度 １７  

超臨界二酸化炭素を利用した微粒子化設備 2016年度 ４  

三大雅精細化学品（南通） 高吸水性樹脂製造設備 2015年度 ６３  

三洋化成精細化学品（南通） 潤滑油添加剤製造設備 2015年度 ３  

SDP GLOBAL(MALAYSIA) 高吸水性樹脂製造設備 2018年度 １１０  
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